
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホームのある日 めだかの家 こぶなの家 

はじめまして  
世話人 中島眞里美  

ちょっとしたご縁で春の小川で働く世話人さんと知り合い、この仕事を紹介いただきま

した。以前は、高齢者施設で介護員として働いていました。障がい者と関わる仕事は初め

てでとても不安です。 

実習初日、緊張でいっぱいでしたが、入居者のみなさんの「おばちゃん」という一言で何か緊張感がほ

ぐれスタートできました。入居者はお一人お一人の個性があり、それぞれ違う対応を迫られ大変な面もあ

りますが、その都度みなさんからいろいろな反応が返ってくるので嬉しく感じています。 

この歳になっての新しい挑戦です。みなさんに教えていただきながらの新米運転ですが、やりがいのあ

る仕事と思っています。よろしくお願いします。 

合同カレー交流会  
サービス管理責任者 宮入和子 

 

コロナ禍の中で、めだかの家、こぶなの家のみんなが集まっての交流会

は、感染の心配があり開くことが出来ませんでしたが、ようやくこの度、

３年ぶりにみんなが好きなカレーで交流会を開くことが出来ました。 

 

１０月２２日（日）大門地区センターの広い

部屋をお借りして、めだかの家、こぶなの家の

みなさん、世話人、正会員が集い、賑やかなカ

レー交流会となりました。 

最初は戸惑っていたみなさんも、ゲームを

して、世話人さん達の心のこもったカレーを

おかわりするころには仲間になって、手品の

出し物には、おなかを抱えて笑っていました。

最後はアコーディオンの演奏に合わせて、大

きな声で合唱です。 

みなさんの思いっきりの笑顔を見ることが

出来た、幸せな一日でした。 

サラダやカレーの具材、デザートのさつま芋

ぜ～んぶ寄せていただいたものでした 

腕によりをかけて！ 

じゃんけん 

ぽん！ 

いっぱい 

うたったよ！ 

たのしかった～♪ 

♪ 


